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ふるさとへの応援ありがとうございます
ふるさと応援寄附金の状況

問い合わせ

財政課監理係　☎２２- ７７３１

　

平
成
20
年
の
地
方
税
法
改
正
に

よ
り
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
に

一
定
の
寄
附
を
し
た
場
合
、
住
民

税
の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
制
度
が
で

き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し

た
寄
附
金
を
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」
と
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
は
、
11
人
の
人

た
ち
か
ら
ご
寄
附
及
び
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
附
者

　

市
川　

隆
則　

さ
ん

　

長
尾　

信
一　

さ
ん

　

岸
本　

一
輝　

さ
ん

　

森
川　

将
志　

さ
ん

　

森
本　

恭
弘　

さ
ん

　

匿
名
（
６
人
）

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
（
順
不
同
）

○
故
郷
を
離
れ
30
年
に
な
り
ま
す

　

が
、
今
で
も
竹
原
小
学
校
や
上

　

市
の
町
並
み
を
よ
く
思
い
出
し

　

ま
す
。
教
育
・
文
化
の
発
展
の

　

た
め
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
で

　

き
な
い
エ
リ
ア
や
光
フ
ァ
イ

　

バ
ー
の
整
備
等
、
独
立
を
維
持

　

す
る
な
ら
し
っ
か
り
整
備
し
て

　

く
だ
さ
い
。

○
竹
原
の
優
れ
た
文
化
・
歴
史
を

　

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
、
来
訪
者
を

　

増
や
し
て
く
だ
さ
い
。

○
あ
り
が
と
う
た
け
は
ら
た
だ
の

　

う
み

　

市
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
を

地
域
振
興
基
金
に
積
み
立
て
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

財
政
課
監
理
係
ま
で
申
し
込
み
・

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指定用途 件数 金額

人にやさしいふるさとづくり ３ １６５，０００円

竹原の資源を活かしたふるさとづくり ４ ９２５，０００円

魅力あふれるふるさとづくり ４ ２１５，０００円

合        　　　　 計 １１ １，３０５，０００円

▼平成２１年度における寄附の状況

事業名 事業概要 事業費

　　　　

竹原っこ　　　

夢プロジェクト

　市内の子どもたちが、陶芸家今井政之さ

んから陶芸についての指導を受けたり、広

島カープＯＢ選手とスポーツ交流をしたり、

地域の和菓子店と協力し創作菓子の製作な

どをしたりしました。

　子どもたちからは、「夢に向かってがん

ばりたい。」「僕も子どもに体験談や夢を実

現させるために必要なことを話せる大人に

なりたい。」などの感想が寄せられました。

１，０００千円

▼平成２１年度基金により実施した事業

情報通信基盤の整備を進めています
　市の情報通信基盤については、光ファイバが市中心部のみに整備され、インター

ネットの利用環境に格差があります。また、地上デジタル放送についてもアンテナ

で受信できない、いわゆる難視地域が存在するなど視聴環境に格差が生じています。

　これらの情報格差を解消するため、現在、市では情報通信基盤の整備を進めてい

ます。今後、各地域での説明会なども予定していますので、みなさんのご理解とご

協力をお願いします。

　　　　　　　　　  問い合わせ　情報化推進室　☎２２-７７２９
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市
の
表
彰
規
程
に
基
づ
い
て
、

平
成
21
年
度
に
市
政
の
振
興
に
貢

献
し
て
い
た
だ
い
た
個
人
及
び
団

体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
被
表
彰
者

　

故　

行
武　

正
刀
さ
ん

　
　

（
恒
久
平
和
の
推
進
に
貢
献
）

　　

故　

古
本　

泰
千
さ
ん

　
　

（
社
会
教
育
振
興
に
貢
献
）

　　

南
濤　

敬
さ
ん

　
　

（
芸
術
文
化
振
興
に
貢
献
）

　　

安
森　

征
治
さ
ん

　
　

（
芸
術
文
化
振
興
に
貢
献
）

　　

小
平　

弘
子
さ
ん

　
　

（
芸
術
文
化
振
興
に
貢
献
）

　　

聖
愛
幼
稚
園

　
　

（
教
育
振
興
に
貢
献
）

　　

財
団
法
人
イ
オ
ン
環
境
財
団

　
　

（
環
境
教
育
振
興
に
貢
献
）

　 

被
表
彰
者
の
み
な
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市政の振興に貢献
感謝状を贈呈しました

問い合わせ

企画政策課　☎２２-０９４２　

　

３
月
17
日
に
市
内
で
12
番
目
と

な
る
住
民
自
治
組
織
「
忠
海
第
３

地
区
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
設
立
代
議
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
に
就
任
し
た
大
本
貴
志
さ

ん
に
組
織
の
概
要
と
主
な
事
業
を

聞
き
ま
し
た
。

■
ど
ん
な
組
織
で
す
か
？

　

長
浜
か
ら
大
砂
川
周
辺
ま
で
東

西
４
km
、
南
北
は
1.2
㎞
の
細
長
い

忠
海
第
3
地
区
は
、
風
光
明
媚
で

歴
史
あ
る
ま
ち
で
す
が
、
一
方
で

は
災
害
に
弱
い
ま
ち
で
す
。
地
区

全
体
の
高
齢
化
率
は
35
％
ま
で
上

が
り
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
災

害
に
不
安
を
感
じ
る
声
が
最
も
多

く
あ
が
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
住
民
の
声
を
も
と

に
協
議
を
重
ね
、
テ
ー
マ
を
「
災

害
に
強
い
忠
海
第
３
地
区
」
と
定

め
、
天
災
・
人
災
を
含
む
災
害
対

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

天
災
（
高
潮
や
土
砂
崩
れ
な
ど
）

対
策
を
行
う
「
防
災
部
会
」
、
人

災
（
空
き
巣
や
の
ぞ
き
な
ど
の
犯

罪
）
対
策
を
行
う
「
防
犯
部
会
」
、

そ
の
2
つ
を
包
括
的
に
進
め
る

「
福
祉
・
交
流
部
会
」
の
３
部
会

で
組
織
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
事
業
は
何
で
す
か
？

　

具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
部
会
ご

と
に
協
議
し
て
い
き
ま
す
が
、
第

３
地
区
の
実
情
に
沿
っ
た
次
の
事

業
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

防
災
部
会

　

防
災
資
機
材
の
購
入
、
地
区
内

の
防
災
マ
ッ
プ
作
成
な
ど

防
犯
部
会

　

声
か
け
・
あ
い
さ
つ
運
動
、
防
犯
・

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
拡
充
な
ど

福
祉
・
交
流
部
会

　

要
援
護
者
に
配
慮
し
た
地
区
連

絡
網
づ
く
り
、
地
区
内
ふ
れ
あ
い

交
流
活
動
な
ど

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
「
手
を

つ
な
ぎ　

み
ん
な
で
育
む　

あ
じ

か
た
の
町
」
を
実
現
す
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
活
動
の
輪
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

問い合わせ

まちづくり推進課協働推進係　☎２２- ７７３４

地域の未来を語る
～ふるさとへの思い そして協働の歩み～

会長　大本貴志さん

設立代議員会風景


